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報告第 ２４ 号 

令和４年第４回（１２月）富田林市議会定例会の報告について 
 

質問者 質  問  の  要  旨 資料/担当課 

自由民主党 

代表質問 

西川 宏 議員 

１.子育てするなら富田林をいっそう目指して 

（１）学校教育施設について 

①各小中学校が開校してからの年数、施設の築年数、及び耐震化工事の状況等

について聞く 

②学校教育施設長寿命化計画の進捗状況及び今後の課題と展望について 

（２）現在の小中学校のトイレ改修整備状況について（屋内運動場も含めて） 

①トイレ改修は洋式化だけではなく和式のままの改修等、他の改修整備も行わ

れているのか具体的に問う 

②令和元年度末の洋式化率は小学校３３．８％、中学校３３．６％との以前答

弁があったが、その後現在までの３年間でどの程度整備されたか、また、今

後の計画は 

（３）子どもたちの安心安全を求めて 

①府内各自治体の小中学校屋内運動場の空調設備設置状況について 

②本市小中学校施設全体の空調整備の進捗状況、今後の計画・展望を聞く 

 

資料1/ 

教育総務課 

大阪維新の会・ 

無会派の会 

代表質問 

伊東 寛光 議員 

 

１.地域総合拠点の開設と今後の展開について聞く。 

（１）地域総合拠点開設の経緯と役割について。 

（２）こどもの安全性確保や教育現場の負担等について。 

（３）今後の展開方法・見通しについて。 

 

資料2/ 

教育総務課 

ふるさと富田林 

代表質問 

坂口 真紀 議員 

４. 不登校児童生徒への取り組み状況と支援体制について 

（１）不登校児童生徒への情報提供について 

（２）校内適応教室の現状について 

（３）ＩＣＴを活用した取り組みについて 

 ⅰハイブリッド型授業の実施状況について 

 ⅱオンラインによるスクールカウンセラーとの面談の実施について 

（４）フリースクールへ通う児童生徒への補助制度導入について 

 

資料3/ 

教育指導室 

公明党 

代表質問 

草尾 勝司 議員 

 

４. 通級指導について 

（１）小中学校における通級指導教室の状況について 

（２）現在設置されている通級指導教室での支援の状況について 

（３）児童生徒の希望に沿った通級指導の課題とその対応について 

 

資料4/ 

教育指導室 

５．発達性読み書き障害（ディスレクシア）について 

 ①現状の把握と対応について 

 ②タブレットやデジタル教科書などによるサポートについて 

③発達性ディスレクシア等障がいへの理解を促進するためのリーフレットなどを使

った学習会や講演会を実施することについて 

   

資料5/ 

教育指導室 
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令和４年第４回（１２月）富田林市議会定例会の報告について 
 

質問者 質  問  の  要  旨 資料/担当課 

公明党 

代表質問 

草尾 勝司 議員 

 

６．本市における生命の安全教育について 

（１）本市中学校における「がん教育」をさらに充実するために、外部講師などを活

用することについて 

（２）自己肯定感を育み、自分と相手を大切にする「生きる教育」をふまえた本市の

取り組みについて（田島南小中一貫校での「生きる教育」全学年公開授業を視察

して） 

資料6/ 

教育指導室 

１１．市民の安心・安全のための見守りについて 

（２）子どもの登下校時における見守りについて 

①登校時にかかるＩＣＴ活用状況について 

②ＩＣタグを活用した登下校における子どもたちの「見守りビーコン」の導入

を求めて 

資料7/ 

教育指導室 

日本共産党 

代表質問 

岡田 英樹 議員 

 

２．富田林市の保育事業の充実を求めて 

（８）富田林市の幼稚園、保育所のあり方基本方針について 

 ②幼稚園のトイレの改修と、保育室への早急なエアコン設置を 

資料8/ 

教育総務課 

３．物価高騰のなかでの、市民の暮らしを応援する、緊急対策と施策を 

（４）学校給食の無償化の着手を 

（５）金額は少なくとも、市独自で大学生のために給付制の奨学金制度を 

資料9/ 

学校給食課 

教育指導室 

個人質問 

中山 佑子 議員 

１．相次いで死傷者が出てしまった富田林だんじり 

（３）本市は、だんじりという伝統文化をどのように認識していますか。 

資料10/ 

文化財課 

６．とんだばやし発見出前講座について 

 本年１１月１２日、富田林きらめき創造館(通称Ｔｏｐｉｃ)において、財政課と

行政課の出前講座及びＳＩＭとんだばやし２０３０の体験ゲームを企画していまし

たが、とんだばやし発見出前講座実施要綱第８条第１項第２号に該当するとして、

取り消されました。同要綱８条は、次のとおり規定されています。 

「推進本部は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、本講座の実施を許

可せず、開催中であっても講座を中止することができる。 

（１）公の秩序を乱し、又は善良な風俗を阻害するおそれのあるとき。 

（２）政治、宗教又は営利を目的とするおそれのあるとき。 

（３）本事業の目的に反すると認められるとき。 

２号の「 政治、宗教又は営利を目的とするおそれのあるとき。」で中止するこ

とができるとするのは、あまりに広範と言わざるを得ません。 

この点につき、堺市生涯学習まちづくり出前講座実施要綱は、第２条第２項第２号

で『特定の政党又は宗教を支持し、又は反対することを目的とした集会等を行うお

それがあるとき。』と規定しています。 

教育基本法第１４条１項は、「良識ある公民として必要な政治的教養は、教育上

尊重されなければならない。」と規定され、２項で「 法律に定める学校は、特定

の政党を支持し、又はこれに反対するための政治教育その他政治的活動をしてはな

らない。」と規定しています。本市の規定の仕方であれば、教育基本法第１４条に

抵触するのではないでしょうか。堺市生涯学習まちづくり出前講座実施要綱を参考

にすべきと考えますが、本市の見解をお聞かせ下さい。 

資料11/ 

生涯学習課 

 

 



１.子育てするなら富田林をいっそう目指して 

（１）学校教育施設について 

① 各小中学校が開校してからの年数、施設の築年数、及び耐震化工事

の状況等について聞く 

② 学校教育施設長寿命化計画の進捗状況及び今後の課題と展望につい

て 

（２）現在の小中学校のトイレ改修整備状況について 

（屋内運動場も含めて） 

①  トイレ改修は洋式化だけではなく和式のままの改修等、他の改修整

備も行われているのか具体的に問う 

② 令和元年度末の洋式化率は小学校３３．８％、中学校３３．６％と

の以前答弁があったが、その後現在までの３年間でどの程度整備さ

れたか、また、今後の計画は 

（３）子どもたちの安心安全を求めて 

① 府内各自治体の小中学校屋内運動場の空調設備設置状況について 

② 本市小中学校施設全体の空調整備の進捗状況、今後の計画・展望を

聞く 

 

【答弁】 

それでは、１. 子育てするなら富田林をいっそう目指しての（１）から

（３）につきまして順次お答えいたします。 

まず、（１）の①についてお答えいたします。 

小学校では、富田林小学校・新堂小学校・喜志小学校・錦郡小学校・東

条小学校が本年度１５０周年を迎えました。一番新しい向陽台小学校が開

校から３２年、中学校では、第一中学校が７５年、一番新しい明治池中学

校が３２年を迎え、現在の鉄筋コンクリート造の校舎は小学校の一番古い

資料１ 



校舎で建築後５７年、中学校の一番古い校舎で建築後５９年が経過し旧耐

震基準（昭和５６年５月以前）で建築され、耐震補強が必要と認められた

校舎・屋内運動場につきましては、阪神大震災を教訓に平成９年から平成

２６年の間に耐震補強工事を実施し、全ての小中学校において健全性が確

保されています。 

一方で、新耐震基準（昭和５６年６月以降）で建築された鉄筋コンクリ

ート造の施設については、小学校では９校で１９棟、中学校では４校で１

２棟ございますが、築３０年を経過している施設の割合の多いことから、

構造躯体の健全性を把握するために、コンクリートの圧縮強度試験及び中

性化の進行状況の確認を行い、コンクリートコア調査報告書として整理し

ております。 

続きまして、（１）の②についてお答えいたします。 

学校教育施設は、将来を担う子どもたちが集い、生き生きと学び、生活

する場であることは勿論、災害時には避難所としての役割も果たす重要な

施設です。そのため、学校教育施設の老朽化対策は、先送りできない重要

な課題と考えております。 

そこで令和３年度に策定した「富田林市学校教育施設長寿命化計画」に

基づき、学校教育施設の実態をハードとソフトの両面から把握し、学校教

育施設に求められる機能・性能を確保し、予防保全的な維持管理、計画的

な改修等を通じてライフサイクルコストの縮減と中長期的な視点からの財

政負担の軽減・平準化を図りながら改修を進めているところです。現在は

老朽化状況調査において、「早期の対応が必要である（Ｄ評価）」と判断さ

れた施設につきまして、学校教育施設の安全面・防災面の課題である安全

性の確保を最優先に建物の屋根・屋上、外壁の部位改修等を順次実施した

うえで機能回復を図っています。また、「広範囲に劣化（Ｃ評価）」と判断

された施設につきましても安全性に問題があると判断した場合は、併せて



事業実施しているところでございます。 

以上のことから、今後も学校教育施設の維持・更新にあたりましては、

トータルコストの縮減、予算の平準化を図りながら効率的・効果的に進め

てまいりたいと考えております。 

続きまして、（２）の①についてお答えいたします。 

学校トイレにつきましては、従前は便器に直接肌が触れる洋式トイレは

避けられる傾向が見られましたが、ライフスタイルの変化に伴い、家庭で

も洋式トイレが主流となりました。 

このようなことから、平成１３年度から２３年度にかけて、多目的トイ

レの整備を中心に各学校で１箇所のトイレ整備を完了し、平成２４年度か

ら令和元年度にかけては、改修を行う大便器については、全て洋式を基本

に、各学校の整備箇所を２箇所に増やして、洋式化改修、乾式化改修など

快適なトイレ環境の整備を進めてまいりました。現在は、ＬＥＤ照明の採

用による省エネ化、自動水栓等非接触型器具等の採用による感染症対策を

行い、更に今年度からは災害時の避難場所となる屋内運動場のトイレにも

洋式便器の設置を進めているところでございます。 

次に②についてお答えいたします。 

現在の本市学校トイレの洋式化率は、小学校は３７．９％で令和元年度

末から洋式便器を４４か所設置し、合計４１４か所、４．１ポイントの増、

中学校で３８.２％で令和元年度末から洋式便器を２５か所設置し、合計１

９１か所、４．６ポイントの増となっております。 

今後も学校からの要望や意見も参考にしながら引き続き、計画的に快適

なトイレ環境の整備に、取り組んでまいりたいと考えております。 

続きまして、（３）の①についてお答えいたします。 

府内４３自治体の小中学校屋内運動場の空調設置状況につきましては、

令和４年９月の時点で、１００％設置が１２自治体、一部設置が１３自治



体、未設置が１８自治体でございます。設置数につきましては簡易的なス

ポットエアコンもカウントしております。 

次に②についてお答えいたします。 

本市では、小中学校のすべての普通教室や支援教室、音楽室・パソコン

室・図書室などの特別教室については空調の整備が完了しておりますが、

その他の特別教室や屋内運動場つきましては未整備の状況となっておりま

す。 

すべての学校施設に空調設備を整えるためには、設置していく順序や教

室間の優先順位、整備後の維持管理費用などの様々な課題があり、中でも

財源の確保が大きな課題となっております。 

今後も補助金制度の活用等が不可欠となることから、その時の情勢に応

じた最適の選択を行いながら、空調整備について引き続き調整し、子ども

たちの健康を守り、より良い教育環境の整備に努めてまいります。 

以上、お答えとさせていただきます。 



１.地域総合拠点の開設と今後の展開について聞く。 

（１）地域総合拠点開設の経緯と役割について。 

（２）こどもの安全性確保や教育現場の負担等について。 

（３）今後の展開方法・見通しについて。 

 

【答弁】 

それでは、１.地域総合拠点の開設と今後の展開について聞くの（１）か

ら（３）につきまして順次お答えいたします。 

まず、（１）についてですが、本市では、児童生徒数の減少が進むなか、

余裕教室の活用を図るために、平成２６年５月に「余裕教室活用指針」を

策定しました。 

指針策定後は、余裕教室を少人数教室や英語教室などに活用したり、学

校教育以外では学童クラブや防災備蓄倉庫等へ転用するなどして活用を図

っておりましたが、昨今では、学校・地域・家庭が連携・協働し、地域一

体となって子どもたちの成長を支えていくことが求められるようになり、

地域の活動拠点の場として、余裕教室の活用を再検討する必要性があると

の考えのもと、令和４年３月に指針の改定を行いました。 

内容としましては、地域とともに子どもたちの豊かな心を育んでいくこ

とは重要であると認識し、学校教育以外の活用形態としては学校を取り巻

く地域で活動しておられる保護者や地域団体に対して「地域総合拠点」を

活動の場として提供するものでございます。 

今年度は指針に基づき、条件の整った富田林小学校、久野喜台小学校、

寺池台小学校、向陽台小学校、彩和学園明治池中学校の５校を整備し、来

年１月から供用開始に至りましたので、今後は地域力向上の寄与となるよ

う努めてまいります。 

続きまして（２）についてですが、児童生徒をはじめ学校施設内の安全
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確保は最優先となることから、施設面の動線については安全面の視点から

十分に考慮するとともに、非常時における連絡体制、協力体制を整えてま

いります。 

また、利用団体の管理責任を明確にし、活用内容を十分に確認するとと

もに、利用時の事故や損害等について管理責任者が責任をもって処理する

必要があることから、団体登録時にはきちんと説明を行ったうえで、安全

安心に利用してもらえる働きがけを行ってまいります。 

施設整備にあたりましては、学校現場とヒアリングを行い、学校運営へ

の支障、学校現場への負担をかけない機械警備の改修を中心とした各教室

の整備を行っておりますが、今後利用される団体様には、「富田林市立教育

施設使用条例」、「富田林市立教育施設使用条例施行規則」、「富田林市地域

総合拠点事業実施要綱」、「地域総合拠点使用の内規」のルール遵守を前提

とした施設利用のご協力をお願いしてまいります。 

最後に（３）についてですが、地域総合拠点の整備については、余裕教

室活用指針に基づき、当該学校と十分な協議を行ってうえで転用を図り、

他の学校区にも順次広げていく予定をしております。 

以上、お答えとさせていただきます。 



４．不登校児童生徒への取り組み状況と支援体制について 

（１）不登校児童生徒への情報提供について 

（２）校内適応指導教室の現状について 

（３）ＩＣＴを活用した取り組みについて 

ⅰハイブリット型授業の実施状況について 

  ⅱオンラインによるスクールカウンセラーとの面談の実施について 

（４）フリースクールへ通う児童生徒への補助制度導入について 

 

【答弁】 

 ４．不登校生への対応についての（１）から（４）について順次お答えいたしま

す。 

まず、（１）についてお答えいたします。 

本市では、学校以外の学びの場や居場所情報を掲載したリーフレットを令和２年

度に作成しました。このリーフレットにつきましては、児童生徒の様子や保護者の

意向を踏まえながら、保護者懇談会や家庭訪問をはじめ、個別相談時に配付し、教

員が児童生徒や保護者へ居場所を説明するための資料として活用しております。 

次に、（２）についてお答えいたします。 

校内適応指導教室につきましては、令和２年度に開設し、今年度で３年目を迎え

ております。開設当初は１名の指導員に対して市内の中学校で５０名の利用でござ

いましたが、昨年度から指導員を２名増員したこともあり、本年度は２学期現在で

８１名が利用しております。また、その内訳につきましても、開設当初は対象が中

学生のみでしたが、令和３年度より、小学生も利用できるようにしたことで、現在

では、小学校からのニーズも高まってきております。 

次に、（３）についてお答えいたします。 

現在、本市では、コロナが理由で登校できない児童生徒や不登校児童生徒に対し、

それぞれの状況に応じて、ハイブリット型授業、授業支援ソフトを活用した学習支
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援、デジタルドリルを活用した課題提示等の対応を行っております。こうした支援

方法については、個別の家庭訪問や保護者への連絡の際に周知しており、学校の授

業に家庭からでも参加できる、いわゆるハイブリット型授業につきましては、現在

２２名の児童生徒に実施しております。 

 また、こうした学習支援に加えて、子どもたちの心のケアも必要と考えておりま

す。現在は、担任による面談やオンライン面談も実施することで、心のケアにも取

り組んでおりますが、他の誰かと繋がれる機会の提供という意味では、議員ご指摘

のスクールカウンセラーによるオンライン面談につきましても、児童生徒のニーズ

に応じて実施できるよう、検討してまいります。 

次に、（４）についてお答えいたします。 

 フリースクールへ通う児童生徒への補助制度の研究につきましては、これまで大

阪市の塾代助成事業をはじめ、他府県先進市の助成事業等について情報収集してま

いりました。金額や対象要件等は、各自治体によって様々ではありましたが、議員

ご指摘のとおり、補助制度の導入により児童生徒が早期に継続した支援につながる

ことは重要だと考えております。本市教育委員会といたしましては、フリースクー

ルへの通室も含め、児童生徒が誰かとつながりを持つことは重要であると認識して

おりますことから、既存の制度の見直しやより柔軟な適用を含め、具体的な支援に

つながるよう、検討してまいります。 

以上でお答えとさせていただきます。 

 



４．通級指導について 

（１）小中学校における通級指導教室の設置状況について 

 （２）現在設置されている通級指導教室での支援の状況について 

 （３）児童生徒の希望に沿った通級指導の課題とその対応について 

 

【答弁】 

 ４．通級指導についての（１）から（３）について、順次お答えいたします。 

 まず、（１）についてお答えいたします。 

平成１８年３月３１日付文科省通知により『通常学級に在籍している学習障が

い「ＬＤ」・注意欠陥多動性障がい「ＡＤＨＤ」の児童生徒であって、一部特別な

指導を必要とするものについては、通級による指導を実施できる』こととなりま

した。本市でも、こうした児童生徒を対象とする通級指導教室を設置しており、

現在は小学校１５校、中学校４校に設置しております。 

 次に（２）についてお答えいたします。 

通級指導教室での支援の状況についてでございますが、特別支援学級在籍児童

生徒は、児童生徒の障がいに応じて特別の教育課程を組み、指導や評価を行うの

に対し、通級指導教室では通常学級に在籍しながら、一人ひとりの状況に応じて、

コミュニケーション力や自己肯定感、自尊感情などを育むための一部特別な指導

を週に１～数回行っております。例えば、実際の友達とのトラブルを振り返り、

先生と１対１で「何と言えば良かったのか」、「どう行動をすれば良かったのか」

などを会話の中でゆっくり整理することで、これからの友達との関わり方を一緒

に考えます。また、一日の行動を先生と一緒にカードに書き、次の行動は何か確

認することで先の見通しを持つことで、新しい活動への不安を取り除いたりしま

す。このような通級指導教室での支援により、対象児童生徒の通常学級での授業

や日常生活が、よりよく行えるよう取組みを進めております。 

 次に（３）についてお答えします。 
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 本市では、まだ通級指導教室が未設置で、他校の通級指導を利用している学校

もございます。こうした状況の改善に向け、府に通級指導教室設置数の増要望を

しているところです。 

通級指導教室の設置にあたっては、特別支援学級は定数が８人、通級指導教室

は定数が１３人ということから、きめ細かくみてもらえるのかとの保護者からの

声も聞かれます。そのため、児童生徒の状況や保護者のニーズをていねいに聞き

取り、適切な学びの場の選択が必要となります。 

また、通級指導教室を担当できる人材育成も大きな課題です。通級指導担当者

の育成にあたっては、文部科学省が発行している「初めて通級による指導を担当

する教師のためのガイド」の活用や、市教委主催による担当者向けの研修を実施

しております。今後も経験の浅い教員について、学びながら指導力向上に努めて

いくことが重要だと考えるため、特別支援教育士等の資格を持つ教員を指導的立

場として学校に派遣し、市内各校の通級指導教室における指導の支援を行ったり、

通級指導教室未設置校の巡回訪問を行ったり、また担当教員の研修を実施するな

ど、通級指導教室の指導の充実に向け、より効果的な方法について検討してまい

ります。 

 

 

 



５．発達性読み書き障がい(ディスレクシア)について 

（１）現状の把握と対応について  

（２）タブレットやデジタル教科書などによるサポートについて 

（３）発達性ディスレクシア等発達障がいへの理解を促進するためのリーフレ

ットなどを使った学習会や講演会を実施することについて 

 

【答弁】 

５．発達性読み書き障がい（ディスレクシア）についての（１）から（３）に

ついて順次お答えいたします。 

まず、（１）についてお答えいたします。 

本市の各小中学校には、ディスレクシアの傾向のある児童生徒が、一定程度在

籍していると認識しております。各小学校においては、そのような児童を早期に

発見できるよう、小学校の早い段階で児童の読み書きの状況を学校が把握するこ

とで、個別の課題に応じた早期からの支援につなげております。また、専門的な

知見をもった支援教育担当教員等による各学校への巡回相談を行い、適切な支援

についての助言を行っております。 

次に、（２）についてお答えいたします。 

現在は１人１台端末の整備を完了し、各校の支援教育の中でも工夫を凝らして

ＩＣＴ活用に取り組んでおります。具体的には、視覚的な支援を行うため、タブ

レットを用いた板書の撮影や文章入力の他に、デジタル教科書のルビ振り機能等

も活用し、それぞれの児童生徒に応じた対応や支援をすすめております。 

加えて、デイジー教科書を利用すると、音声読み上げ機能の他、文章を読み上

げる速さの調整や、読み上げた部分を視覚的に認識できるハイライト表示等もで

きますことから、本市教育委員会として利用登録を行い、各校での活用に取り組

んでおります。 

 最後に、（３）についてお答えいたします。 
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本市の学校現場においては、様々な違いのある仲間をお互いに認め合うような

集団づくりを大切にしており、時には保護者の協力を得ながら、周りの子どもた

ちに児童生徒の特性について話をしてもらう機会を設ける取組みを実施すること

もございます。また、保護者向けに入学説明会等で、学校で行っている支援のあ

り方について説明したり、市民向けにディスレクシアや発達障がい等について講

演会を実施したりしております。こうした取組みや啓発活動を通じて、ディスレ

クシアに対する理解を促進し、適切な支援を行うことが重要であると考えており

ます。 

本市教育委員会といたしましては、議員お示しのようなリーフレットを有効に

活用し、教員の校内研修をはじめ、児童生徒や保護者への周知・啓発に取り組ん

でまいります。 



６．本市における生命の安全教育について 

（１）本市中学校における「がん教育」をさらに充実するために、外部講師な

どを活用することについて 

 （２）自己肯定感を育み、自分と相手を大切にする「生きる教育」をふまえた

本市の取り組みについて（大阪市立田島南小中一貫校での「生きる教育」

全学年公開授業を視察して） 

 

【答弁】 

まず、（１）についてお答えいたします。 

中学校におけるがん教育につきましては、新たに学習指導要領に明記された

こともあり、更なる充実が求められております。 

本市におきましても、子どもたちが、がんへの正しい知識や向き合い方を学

ぶことができるよう、保健の時間を中心に大阪府より配付されているがん教育

に係るパンフレット等も活用しながら、教員によるがん教育をすすめていると

ころでございます。 

議員ご指摘のがん教育における外部講師などの活用につきましては、コロナ

前の令和元年度までは、大阪府の事業を利用しながら本市の一部の学校で実施

しておりました。授業の中では、がんに対する基本的な知識だけでなく、もし、

家族の誰かががん患者になった時、自分には何ができるのか、家族としてどの

ような役割を果たすべきなのかを考えられる場面なども設けられており、充実

した内容となっておりました。 

このように、本市教育委員会といたしましては、がん教育において外部講師

などを活用することの有効性を深く認識しておりますことから、今後、本市の

子どもたちに、がんに対して正しく向き合える姿勢を育むことができるよう、

外部講師などを活用したがん教育の充実に取り組んでまいります。 

 

 次に（２）についてお答えいたします。 

「生きる教育」は大阪市の小中学校を中心に実践されており、実践校では、キ
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ャリア教育や性教育を軸に、子どもたちが自分の将来像や自分の命の大切さを考

えることができるカリキュラムが編成されており、その効果として、子どもどう

しの暴力が激減し、学力が向上したと聞き及んでおります。 

議員お示しの「生きる教育」を、本市におきましては人権教育を中心に自己肯

定感を育み、自分と相手を大切にする方法を学べる教育として取り組んでいると

ころでございます。 

具体的に、自分の将来を考える教育の一つとして、SDGｓとも関連させながら、

自分の住む地域にはどのような課題があるのかを調査し、自分達には何ができる

のかを考える中で将来の職業観を身に付けられるように取り組んでいる中学校

がございます。 

また、性教育の中でも「自分の心と体を大切にすること」や「人とのつながり

方」に深く関連する「デート DV」の問題につきましては、富田林市立保健センタ

ーの出前授業の中で、内閣府から出されている資料等を使用しながら、「デート

DV」の実態、身近な危険性について講話をいただいております。 

一方、議員ご紹介の「生きる教育」実践校では、キャリア教育の一貫として自

分がなりたい職業に必要な力をオークション形式で勝ち取るアクティビティー

をとおし、ゲーム感覚で未来への設計図がえがける工夫がなされておりました。

「デート DV」の授業におきましても、４コマ漫画を使いながら、そのストーリー

の中にどのような暴力が含まれているのかを考え、いつ自分が加害者・被害者に

なるかも分からない、支配と依存のメカニズムを理解しやすくすることで、机上

の学習に留まらず、より自分事ととし捉えられる工夫がなされておりました。 

本市教育委員会といたしましても、自己肯定感を育み、自分と相手を大切にす

る方法を学ぶ「生きる教育」の理念には共感するものがあり、本市の子どもたち

にとっても欠くことのできない力であると認識しております。そのため、今後も

本市が大切にしている人権教育を中心に「生きる教育」の好事例を参考にしなが

ら、自分も人も大切にできる子どもの育成を推進してまいりたいと考えておりま

す。 



１１．市民の安心・安全のための見守りについて 

（２）子どもの登下校時における見守りについて 

   ①登下校に係る本市のＩＣＴ活用状況について 

   ②ＩＣタグを活用した登下校における子どもたちの「見守りビーコン」の

導入を求めて 

 

【答弁】 

１１．市民の安心・安全のための見守りについての（２）の①②につきまして

は、相関連いたしますので、一括してお答えいたします。 

本市では、現在、メール配信システム会社が提供するサービスを多くの小学校

で利用しております。このシステムにつきましては、希望するご家庭がシステム

会社よりＩＣタグの貸与を受け、子どもたちがランドセルの中に携帯することで、

校門を通過した情報がメールに配信されるものであります。しかしながら、校門

を通過した情報は配信されるものの、自宅と学校間の細かな経路については、把

握することができない仕組みとなっております。 

議員ご提案のＩＣタグとビーコンを活用したシステムにつきましては、現在利

用しているシステムでは収集できない細かな経路情報や、通過情報等を把握する

ことができ、より安心安全な見守りにつながるものと認識しております。 

しかしながら、細かな情報を取得するためには、ビーコンを利用するための設

備を市内広範囲にわたり網羅的に整備する必要があり、その費用負担が課題とな

ることが予想されます。また、すでに導入しているサービスから新たなシステム

に移行するためには、保護者にも丁寧な周知を行う必要があると考えております。 

本市教育委員会といたしましては、ＩＣタグを活用した子どもたちの見守りに

ついて、その効果や重要性を認識しておりますことから、加古川市をはじめ先進

的に取組みを進めている事例を参考にしながら調査研究を進めてまいります。 

以上でお答えとさせていただきます。 
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２．富田林の保育事業の充実をもとめて 

（８）富田林市の幼稚園、保育所のあり方基本方針について 

  ② 幼稚園のトイレの改修と、保育室への早急なエアコン設置を 

 

【答弁】 

それでは、２．富田林の保育事業の充実をもとめての（８）の②についてお答

えいたします。 

幼稚園トイレにつきましては、ご指摘のとおり、大半が和式便器となっており

ます。 

家庭においても、洋式トイレが主流となった状況において、トイレの洋式化は、

早急に取り組む課題であると認識しております。 

今後は市立幼稚園・保育所のあり方基本方針の策定後、速やかにトイレの洋式

化に向け、取組みを進めてまいります。 

保育室へのエアコン設置につきましては、子どもたちの健康を守り、より良い

教育環境の実現に向け、現在、設置工事を進めているところであり、今月中に全

ての園の保育室にエアコン設置を完了する予定となっております。 

以上でお答えとさせていただきます。 
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３．物価高騰のなかでの、市民の暮らしを応援する、緊急対策と施策を 

（４）学校給食の無償化の着手を 

（５）金額は少なくても、市独自で大学生のために給付制の奨学金制度を  

 

【答弁】 

次に、（４）についてでございますが、実施にあたりましては、経常的に大きな

財源を要するとともに、中学校給食におきましては、提供可能な食数を確保する

ため、施設や設備の新たな整備も必要となるなど、無償化には課題もございます

が、保護者の負担軽減を図る効果的な施策について、引き続き研究してまいりま

す。 

次に、（５）につきましては、大学等における修学の支援に関する法律に基づき、

令和２年４月から、大学生等を対象とした授業料の減免や給付型奨学金制度が文

部科学省により創設されましたことから、本市としましても、これまで行ってき

た奨学金説明会や相談窓口の機会を通じて周知を図ってまいります。 
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１．相次いで死傷者が出てしまった富田林だんじり 

（１）本市は、事故を防止するために何か対策をしていますか。また、今般の

秋のだんじり祭りでは、どのような支援や関与をしていましたか 

（２）だんじりに巻き込まれた方の補償はどうなっていますか。 

（３）本市は、だんじりという伝統文化をどのように認識していますか。 

（４）どのような変遷で現在のスピーカー付きの地車となったのでしょうか。 

（５）事故が二度と起こらないよう、本市は警察とどのような連携をとってい

ますか。また、スピーカー騒音問題についても、今後どのように取り組む

のかも含め、本市の対策をお聞かせ下さい。 

   

【答弁】 

１．相次いで死傷者が出てしまった富田林だんじりの（１）から（５）につき

まして、関連いたしますので一括してお答えいたします。 

南河内地域に受け継がれている秋祭りは、古くは江戸時代から五穀豊穣を祝う

行事として、神社や町会等地域が主体となり催行され、現代まで脈々と受け継が

れてきた地域固有の伝統文化でございます。 

伝統文化を継承しつつも、それぞれの地域が工夫をこらし、だんじりの装飾な

ど、時代の変遷とともにその時代に合った祭りへと歴史を積み重ねてこられたと

認識しております。 

新しいものを取り入れ日本文化が大きく変わってきたように、秋祭りにおいて

も時代時代に合せたものに変化していくことも南河内地域固有の伝統文化の特色

のひとつであり、郷土愛の醸成に繋がるものであると考えております。 

このようなだんじりによる秋祭りの催行につきしては、これまで市として支援

や関与はなく、地車にスピーカーを使用されるに至った経緯につきましても把握

いたしておりません。また、今回の事故に巻き込まれた方への補償につきまして

も、当該町会で対応されるものと考えております。 
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なお、町総代会としまして、毎年、秋祭りが実施される際に、交通ルールを守

るなどの法令の順守や、スピーカーの使用にあたっては十分に配慮することなど、

お願いの文書をすべての町会・自治会に送付しております。 

以上で答弁とさせていただきます。 

 



６．とんだばやし発見出前講座について 

 本年１１月１２日、富田林きらめき創造館(通称Ｔｏｐｉｃ)において、財政課

と行政課の出前講座及びＳＩＭとんだばやし２０３０の体験ゲームを企画してい

ましたが、とんだばやし発見出前講座実施要綱第８条第１項第２号に該当すると

して、取り消されました。同要綱８条は、次のとおり規定されています。 

「推進本部は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、本講座の実施を

許可せず、開催中であっても講座を中止することができる。 

(１) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を阻害するおそれのあるとき。 

(２) 政治、宗教又は営利を目的とするおそれのあるとき。 

(３) 本事業の目的に反すると認められるとき。 

２号の「政治、宗教又は営利を目的とするおそれのあるとき。」で中止すること

ができるとするのは、あまりに広範と言わざるを得ません。 

この点につき、堺市生涯学習まちづくり出前講座実施要綱は、第２条第２項第

２号で『特定の政党又は宗教を支持し、又は反対することを目的とした集会等を

行うおそれがあるとき。』と規定しています。 

教育基本法第１４条１項は、「良識ある公民として必要な政治的教養は、教育上

尊重されなければならない。」と規定され、２項で「法律に定める学校は、特定の

政党を支持し、又はこれに反対するための政治教育その他政治的活動をしてはな

らない。」と規定しています。 

本市の規定の仕方であれば、教育基本法第１４条に抵触するのではないでしょ

うか。堺市生涯学習まちづくり出前講座実施要綱を参考にすべきと考えますが、

本市の見解をお聞かせ下さい。 

 

【答弁】 

 ご質問の６. とんだばやし発見出前講座について、につきましてお答えさせてい

ただきます。 

資料 11 



 とんだばやし発見出前講座は、富田林市内の団体などが主催する学習活動の場

に、本市が講師となる職員を派遣することにより、市政に関する市民の理解を深

めて市民参加のまちづくりを進めるとともに、市民の学習機会の充実を図ること

を目的としています。 

 生涯学習の理念を規定する教育基本法第３条を踏まえますと、「政治的教養は、

教育上尊重されなければならない」とする教育基本法第１４条第１項は、生涯学

習にも及ぶものと考えます。その一方で、教育における政治的中立性確保の観点

から、所定の政治教育や政治活動について制限する同条第２項にも十分に配慮す

る必要がございます。 

 例えば、とんだばやし発見出前講座と併せて申請者が独自にイベントを実施す

るような場合において、その開催の場所、時間帯、独自イベントの内容、広報の

方法等のいかんによっては、これらを一連のものとしてその全体が政治的な目的

を持つものであるととらえた場合、あたかも本市が政治的な活動に関与している

という誤解が生じるおそれがあると考えております。 

 このような誤解を市民の皆さまに生じさせてしまうことこそ、教育基本法第１

４条第２項の法の趣旨に反するものであり、本市としましては、このような場合

の講座の実施は控えざるを得ないと考えております。 

 このような事例も踏まえますと、講座の実施を許可しない場合の一つとして「政

治・宗教又は営利を目的とするおそれのあるとき」と規定するとんだばやし発見

出前講座実施要綱第８条第２号の規定は、教育基本法第１４条を十分に踏まえた

ものであり、これに抵触するものではないと考えております。 


